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Ceftezoleに よる皮 膚感染症 の治療

高 橋 久 ・金 子 修 ・牧 野 典 子 ・三 輪 欣 二

帝京大学医学部皮膚科

近年多数の抗生物質 が開発 され,皮 膚科領域におけ る

感染症 の治療 は容易 と な った が,な か で もCephalo-

sporin系 の抗生物質 は皮膚感染症 起炎菌 に対 して 有効

で ある可能性 が強いの は,そ の分離起炎菌の感受性結果

か らも推定 される1)。

今 回Cefazolin(CEZ)類 縁 化合物であ るCeftezole

(CTZ)を 用いて若干 の皮膚 科領域感染症を治療 す る機

会 を得 たので報 告す る(Fig.1)。

対象お よび方法

症例は全部で24例 で あ るが,こ の他に潜伏梅 毒患者

に対す る投与 を加 えて25例 であ つた。 治療時 期は 昭和

50年 の春か ら 夏季 を主 と したが,本 剤が 注射製剤であ

るために,適 用 症例は,皮 膚科領域 のよ うに軽症疾患 の

多 い場合 にはそ の選択に難 渋 した。梅毒患者に対す る投

与 を除 けば1日1回 の筋 注を原則 とした。

対象 疾患は〓8例,〓 腫 症3例,毛 嚢炎2例,感 染を

伴 な った炎症性粉瘤4例,化 膿性汗腺炎3例,各 種の2

次感 染3例,膿 痂疹 の中で も最近 問 題 と さ れ て い る

Staphylococcal scalded skin syndrome(SSSS)1

例で ある。

投与量 は1日500mgを 成人量 と し,小 児は半量 を筋

注 したが,症 例 に よっては1000mgを 筋注 し,前 記 の

梅毒患者に は2,000mgを 朝夕2回 に分け て筋注 した 。

投与期間は2～22日 で,梅 毒患 者では40日(総 量699)

の長期にわ たった。

効 果判定基準

効果 の判定は,自 然 治癒 の多い軽症 の皮膚化膿症では.

常 に腐 心す ると ころであ り,ことに,す でに膿瘍化 した症

例 では排膿が直接治癒 につなが るので,薬 剤の投与 開始

時 におけ る膿瘍形成 の有無は厳密に は問題 とされな けれ

ば な らないので あるが,今 回は いちお う,投 与後2,3

日で急速に活動 の現わ れた ものを著 効,そ れ よ りも遅れ

て,し か も活動 の発現 の緩徐な ものを有効,自 然経過 と

あま り変 りな く治癒 に向 う経過を とった症 例をやや有効,.

長 期投与 して も効果 の発現 しな いものを無効 とした。

成 績

結 果は,著 効7例,有 効11例,や や有効4例,無 効

2例 であ った 。

また,11例 の分離菌のCER,CEXに 対す る感 受性

はすべ て(帯)で あ ったが,各 症例か らの分離 菌のCTZ

に対す るMICは0.2～3.12μg/m1と 広範 囲に分布 し

て,必 ず しも症例の治験結果 と相伴なわ なか つた。1例

に グ ラム陰性 桿菌(MIC6.25μ9/m1)が 分離 されたが,,

これは肛 囲の膿疱か ら分離 され た もので ある。著 効例が

多 く認 め られ たのは各種 の原 因に起因す る2次 感染で,

これは膿 瘍の形成を発現す る以前に投与 を開始 したの も

一因 と思われ る。い っぽ う,嚢 腫内に感染 を起 こす 疾患 .

として の炎症 性粉瘤には,効 果 の乏 しい感 を持 った。

考 按

今回対象 に した症例は 皮膚科感染症 と して,日 常最 も

多 く遭 遇す るもので ある。 また,Cephalosporin系 抗

生物質 に対 しては,現 在 の ところ この よ うな皮膚疾患の

起炎菌 は大部 分が感受性 を有す るはず であ る。 もし,薬

剤が奏効 しない とすれば,そ れは粉瘤 の ように本剤が病

巣 内へ浸透 しない場合 とか,す でに膿瘍 を形成 し終 つた

?の よ うに,同 じ理 由で効果 の発現 の遅れ る症例,あ る

いは毛嚢炎 の よ うに,感 染以外 に皮脂の分泌そ の他 の原.

因が関与す る場 合が考え られ る。

本剤 の投 与量 と臨床効果 の関係 としては,今 回の対象

例で ある第20例,21例 の1才 未 満の 化膿性 汗腺 炎では

250mgを1日1回 注射す るだけで 充分卓効 を奏す ると.

Fig. 1 Structure of CTZ
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考え られ る、 また,本 剤投 与後効果発 現までに要す る期

間を示す症 例 として,興 味あ るのは 第12例 の毛嚢炎症

一例で あって,1日500mg投 与後4日 目か ら症状が改善

したが,投 与中止後再発 し,再 び投与 開始 して4日 目か

ら の症 状改善が歴然 と した症例であ った。

SSSS2)症 例(第1例)は 最近 皮膚科方 面で 問題 とさ

れ るExfoliationに よる1種 の 中毒疹皮膚 剥離 を 伴な

う多 くは2群 のStaPh.aureusに よるものであ って,

Exfoliationの 産生場 所は まだ 明 らかでないが,皮 膚症

状 は菌の産生す る毒 素に よるもので,菌 その ものが,原

、因ではない と考 え られてい る、本剤 を使用 してこの症例

も良い成績を おさめた。

また,梅 毒にCephalosporin系 抗生 物質を使用 した

治療報 告はあ るが,ま だPenicillin系 薬剤の作用に充

分 な期待を持て る現在,あ ま り利用 され ていない。今回

の 症例 もきわめ て陳 旧の梅 毒であ って,充 分な治療を行

Ysっ ている症例であ るが,な お,眩 暈 など1,2の 精神

神経症状 を伴な うた め,念 のため本剤 の充 分な投与を行

な った ものであ る。 この ような大量を筋注 して も,局 所

の疼痛は あま り訴えなか った症例 といえ る。

結 語

皮膚感染 症(〓,〓 腫症,毛 嚢炎,感 染を伴な った炎

症性粉瘤,化 膿 性汗腺炎,他)24例 に対 してCTZで 治

療を行な った 。投与量は成人500mg,小 児はその半量

を1日1回2～22日 間筋注 した。 そ の結果 は,著 効7

例,有 効11例,や や有効4例,無 効2例 であった。な

お,対 象疾患 とは な りえないが,陳 旧性 の潜伏梅 毒1例

に40日 間の 長期にわ た り1日1～29を 投 与 し,大 量

投与例 として併記 した。

副作用 は全症例に 認め られなか った。
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CEFTEZOLE TREATMENT OF SKIN INFECTIONS 
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Ceftezole (CTZ) treatment has been performed in 24 cases of skin infections (furuncle, furunculosis, fol-
liculitis, inflammatory atheroma with infection, purulent hidradenitis and others). Dose of 500 mg in adults or 
that of a half in children was administered intramuscularly once daily for 2-22 days, and the results obtained 
were excellent in 7 cases, good in 11 cases, fair in 4 cases and failure in 2 cases. One case of latent syphilis received 
CTZ for a long period of 40 days at a daily dose of 1-2 g, though this was out of objective diseases 
of the drug. 

No side effect was noticed with CTZ in all cases.


